
下の図のように，長方形ＡＢＣＤを，頂点Ａが辺ＢＣの中点Ｍと重なるように折ったとき，

ＢＥの長さを求めなさい。
２０点

２０点

下の図のように，円Ｏが直角三角形ＡＢＣ上の３点Ｐ， Ｑ， Ｒで内接している。このとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のような直方体の辺ＢＣ上に， ＡＰ＋ＰＧが最短になるような点Ｐをとるとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のように，直線 y ＝ 
３
４

x −６のグラフがある。このとき，原点Ｏから直線にひい

た垂線ＯＨの長さを求めなさい。
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ＢＥ＝ x cmとすると，ＭＥ＝ＡＥ＝6－ x （cm）
△ＢＥＭにおいて，

（6－ x）2＝ x 2＋4 2

x＝ 
5
3

ＱＣ＝ x cmとすると，三平方の定理より，
8 2＋（x＋3）2＝（x＋5）2，
これを解いて，x＝12
よって，ＢＣ＝ＢＱ＋ＱＣ

＝5＋12
＝17（cm）

ＡＢ＋ＢＦ＝５＋7＝12（cm）より，

Ａ（0，－6），Ｂ（8，0）より，

ＢＰ：ＦＧ＝5：12より，
ＢＰ：9＝5：12を解いて，
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 （cm）

ＡＰ＋ＰＧ＝ 12 2＋9 2  ＝15（cm）

ＡＢ＝ （8－0）2＋｛0－（－6）｝2  ＝10

△ＯＡＢの面積は，
1
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 ×ＯＡ×ＯＢ＝ 
1
2

 ×6×8＝24

また，△ＯＡＢ＝ 
1
2

 ×ＡＢ×ＯＨより，
1
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 ×10×ＯＨ＝24

これを解いて，ＯＨ＝ 
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